
様式第１号（第５条関係）

※ 裏面の注意事項を踏まえて、太線の枠内の部分のみ記入してください。

令和５年度 京丹波町就学援助認定申請書（世帯票） 区分
要保護・準要保護

継 続・新 規

申 請 者

及 び

児童生徒

申請者（保護者）氏 名 児童生徒氏名 在籍小中学校名 学年

住所 京丹波町

世 帯 の

状 況

-1 ア 生活保護法による保護の支給（支給されたことのある場合のみ記入してください。）

年 月 日 ～ 年 月 日

-2 前年度又は当該年度に受けた措置（申請時点で最新のものに○をしてください）

イ 町（市）民税の非課税又は減免 ウ 国民年金掛金の減免

エ 国民健康保険税の減免又は徴収猶予 オ 児童扶養手当の支給 カ 職業安定所日雇労働者

国民健康保険の特例対象被保険者等になった日（該当の場合のみ記入） 年 月 日

就学援助制度（要保護・準要保護）を受けようとする理由

世 帯 の

状 況 等

（同じ住所に

お住まいの

方 全 員 ）

氏 名 続 柄 年 齢 生年月日 職業 勤務先 平均収入月額

円

円

円

円

円

住 宅 の

形 態

（該当する項目を○で囲んでください）

持ち家 借家、貸間（家賃月額 円）

他からの

援 助

上の家族状況に記載したした方以外からの援助（養育費、仕送りなど）を受けていますか。（公的支援は除く）

[ ] いいえ [ ] はい→内容（ ） 金額 年額・月額 円

振込口座

（※申請者

名義の口座

を記入）

金融

機関名

銀行・農協

信用金庫 支店

預金

種別
普通・当座

口座

番号

フリガナ

口座名義人

※申請者と口座名義人が異なる場合は記入してください。

（委任状）京丹波町会計管理者 様

私は、 （上記、口座名義人）を代理人と定め、上記の受領に関する権限を委任します。

申請者（保護者）氏名 ㊞

上記のとおり、要保護及び準要保護児童生徒に認定されるよう申請

します。また、認定に当たっての収入及び家族状況に関する書類並び

にその他認定に必要な書類の閲覧に同意します。

なお、学校に支払うべき費用に未納がある場合、当該援助費を学校

に対する納付金に充当することに同意します。

令和 年 月 日

京丹波町教育委員会 様

申請者（保護者）

住 所

氏 名 ㊞

学
校
記
入
欄

（学校長の意見等）

令和 年 月 日

学校名

学校長名 ㊞



《記入上の注意》

１） 就学援助の支給を受けるために必要な申請書ですから、正確に記入してください。

２） 黒ボールペンで記入してください。

３） 学年は新学年を記入してください。

４） 家族の就労状況欄等は、現在生計を共にしている人（該当児童生徒以外）全員を記入してくださ

い。同じ住所ではないが生計を同一にしている場合には、その方もお書きください。（続柄は、

児童生徒との関係をお書きください。）

５） 申請年度の前年の１月１日現在京丹波町に住所の無い方は、前住所地の課税明細書（所得金額、

所得控除額、控除対象配偶者及び扶養親族人数が記載されているもの）を添付してください。

６） 児童扶養手当が支給されている世帯は、児童扶養手当証書の写しを添付してください。

＊ 学校は、区分欄の該当する部分に○を付けて提出してください。

以下、教育委員会記入欄

新規・継続
小 学 校 中 学 校

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 １年生 ２年生 ３年生

申請年月日

教育委員会

審 査

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

認定

不認定

需要額比 前年度 今年度

備考

支給開始日 年 月 日


